
溶融処理の工程

●リサイクル及び再利用

　廃棄物中の鉄分は溶解鋼に含まれて鉄鋼製品としてリサイクルされます。プラスチック等の可燃物は酸

化還元材や、燃料の代替としてサーマルリサイクルされます。ガラス成分等の不燃物が一部スラグとなり

ますが、微量のため処理完了として良いとされています。このスラグは冷却後、破砕・粒度調整され、路

盤材として再利用されています。

　溶融処理では一般的な焼却炉での処理とは異なり、焼却灰（燃え殻）等の残さの発生が無く、埋立処分

の必要も無いため、中間処理にて最終処分完了となります。
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●電気炉による廃棄物の処理

　製鋼用電気炉は高圧電流によ

る超高温のアーク熱によって、

大量の鉄スクラップを短時間で

溶解し、鉄鋼製品を生産する設

備です。電気炉のアーク熱は、

中心温度が約4,000℃にも達す

ると言われ、通常約100トン以上の鉄スクラップをおよそ１時間で1,600℃の溶鋼に溶融し、比重差を利

用して不純物（スラグ）と分離して出鋼します。溶融処理とは、スクラップを電気炉に投入する際に各種

廃棄物を同時に投入し、溶鋼の熱によって行う処理方法です。


